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１ 研究の背景と目的  

カンポン・インプルーブメント・プログラム

KIP（以下，KIPとする。）とは，およそ50年
前より,インドネシアの大都市を中心に展開さ

れてきた,オン・サイトで居住環境を改善する

取り組みである。基本的に住宅そのものの改善

は居住者に委ね，道路舗装，上下水道の設置，

ゴミ収集などの改善事業を行い，著しい成果を

上げてきている。KIPは，さまざまな歴史的過

程を経て,現在ではGreen and Cleanと呼ばれ

るプログラムが積極的に取り組まれている。 
本稿では，KIPのこれまでの歴史を振り返っ

たうえで，インドネシア・スラバヤのKIPの取

り組みについて考察する。さらにスラバヤにお

いて,グリーン&クリーンが特に積極的に行わ

れている,カンポン・マスパティにおける,居住

環境改善の取り組みの具体的な事例を明らか

にし，今後の展開についての指針を得ることを

目的とする。 
 
１—２ 既往の研究 

インドネシアの居住環境とその整備手法に

ついては布野による「インドネシアにおける住

居環境の変容とその整備手法に関する研究－

ハウジングシステムに関する方法論的考察－」

（1987）があり，本研究の出発点としている。 

インドネシアのカンポンに関する研究

は,J.Silasとそのグループによる一連の研究
（参9,また布野によるカンポンの歴史的形成プ

ロセスとその特質 インドネシア都市の生活空

間に関する研究(1)」(1992)がある。また,カン

ポンにおける生産システムの研究については,

鎌田らの「インドネシアの住宅生産システムに

関する研究 その2 : 都心部カンポンにおける

建築生産システム」(1994)の中で考察している。     

さらに,居住環境に関する研究として,中村

らによる「高密度居住地カンポンの自発的小さ

な改善研究(その1)－居住環境改善の手法－」 

(2015)や,松永らによる「インドネシア主要都

市における居住者の生活の質の影響要因」

(2015)においてまとめられている。一方で,KIP
の前史についてまとめられ,さらにグリーン&
クリーンの取り組みについて,考察されている

ものはない。 
そこで本稿において,KIPについて前史から

現在までの取り組みとその課題を明らかにす

ることは、居住環境についての研究において意

義のあることと考える。 

 
１—３ 研究方法 

 本研究は，文献資料よりKIPの歴史や，かつ

て行われていた政策内容についてまとめる。さ

らに現地で，現在行われている政策について， 

特に活動が積極的に行われ,多くのコンテスト

で受賞歴のある,カンポン・マスパティにおい

て,実際の取り組み内容とその実態についてヒ

アリングを行い，記録をする。 
調査は，2017年12月22日～27日に行ったも

のである。主要参考文献については末尾にあげ

る通りである。 
 
２ KIPについて 

２—１ KIPの歴史 

スラバヤのKIPは，1923年にオランダの植民

地時代にはじまり，オランダ議会の政治的野党

からの倫理の批判に対応するためにはじまっ

ている。当時は，一般にヨーロッパ市民が住ん

でいるカンポン周辺の生活を保護することを

目的とされている。具体的には，下水道，水浴・

トイレ施設，ごみ処理施設の改善，メーター付

き水道設備の設置，道路舗装などである。1925
年に排水設備を中心に整備が開始する。さらに

1925年には住宅議会，1926年にはカンポン委

員会報告によって，道路舗装のための補助金が

自治体に交付される。しかし，世界恐慌の影響 
でカンポン改善事業は一時滞る。その後再開さ 
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れるのは1930年代末である。 
1937 年には中央政府はスラバヤ市に予算

を Fl.80000 交付する。さらに翌年，1938 年

には，カンポン改善委員会が任命され，予算

Fl.50 万が交付される。スラバヤでは 1938 年

までに，都市カンポンの 5分の 1が改善され，

1939 年末には，361 ヘクタールが改善される。 
その後，1945 年 8 月 17 日にインドネシア

が独立宣言を行う。独立後約 20 年はカンポ

ンに対して，ほとんど何も政策は行われてい

ない。しかしながらそんな中でも，1950 年代

半ばには，カンポン居住者による，自発的な

改善活動が行われ，それを市当局が支援する

試みがなされている。 
スラバヤで KIP がフォーマルなかたちで

行われ始めるのは，1960 年代後半である。ま

ず，1968 年に W.R.スプラトマン(注１KIP と呼

ばれる，それまでのカンポン改善への補助を

施策として確立している。これ以降，自治体

ベースで開始された KIP は国家的施策に引

き上げられていく。またこれらは，世界銀行

や国連などの関心を集め，1974 年から，世界

銀行からの融資が開始される。（World Bank 
KIP）世界銀行による融資は，まずジャカル

タ（UrbanⅠ：74~76 年）に対して行われ，

続いて，スラバヤ（UrbanⅡ：77~79 年）に

対して行われる。さらに，1980 年からは

（UrbanⅢ：80~83 年），５都市において KIP
が始動する。 
この当時の KIP の対象となるカンポンの

選定については，洪水の頻度，飲料水の供給

状態，衛生設備，住民の健康状態，土地利用

の携帯，道路の設置状況，住民組織，カンポ

ンの成立年代，人口密度，世帯収入，カンポ

ンの立地，住宅構造，教育施設の有無，住民

の意向などが選定基準として設けられている。 
1980 年代に入り，KIP は公的住宅供給に

シフトをする。しかし 1983 年～1998 年の

15 年間，一時停止をする(参６。その後 1990
年代末以降，総合的（Comprehensive）KIP
と呼ばれる，物理的環境改善だけでなく，職

業訓練，小規模事業支援などが行われる KIP
が開始する。このプログラムは，環境，経済，

社会の強化を掲げたものであり，生活水準の

向上が目標とされ,1990 年代末の政変ののち，

金融危機により中断されるが，2001 年に再開

され 2007 年まで続いている。 
 

２—２ グリーン＆クリーン KIPについて 

総合的 KIP の実施以降，カンポンをベース

とした，住民参加型のボトムアップ型の施策

が展開されている。こうした中で，2005 年以

降，グリーン＆クリーン KIP と呼ばれる環境

改善の取り組みが開始される。スラバヤ市は

市の標語に“Green and Clean”を掲げ，美

化と緑化を進めている。 
さらに，スラバヤ市の31すべてのクチャマタ

ン(群)で様々な施設や人を対象としたセミナ

ーが実施され，取り組みに意欲的な市民を環境

ファシリテータとして育成し，住民の意欲向上

や，環境改善のフォローを行う役割を与え，各

カンポンに配置している。また，プログラムの

一環として，数多くの環境コンテストを開催し，

カンポンの自主的な取り組みを評価するため

に積極的に取り組みを行うカンポンに対して，

表彰を行っている。また，現在のKIPはスラム

改善を図る中で，住民参加が条件であり，自ら

手を上げ，積極的に取り組みを行うカンポンに

対して市から補助金を提供している。  
さらに近年では，カンポン内に，公共施設

として，児童図書館の設置の義務が求められ

ており，各カンポンで設置が進んでいる。 
 
２—３ カンポン・マスパティの取り組み 

マスパティは，350世帯，1350人が居住する,
スラバヤの中心部にあるカンポンである。数多

くのカンポンでグリーン＆クリーンが展開さ

れているが，特にマスパティでは住民による活

動が積極的に行われており,環境改善のために

いくつかの機能を用いてゴミゼロや水質改善

に取り組んでいる。マスパティはこれらの取り

組みで,数多くのコンテスで多くの賞を受賞し，

対外的に高い評価を得ている。以下にマスパテ

ィでのグリーン&クリーンの取り組みの具体

例を挙げる。 
Ａ：コンポスト 
家庭から出る生ごみを発酵腐熟させ，堆肥化

するシステムをカンポン内に導入。タイヤをリ

サイクルさせて作ったコンポストである。カン

ポン内にいくつも設置されており，このコンポ

ストの設置により，カンポンのゴミは大幅に減

少した結果が出ている(注２。さらに，これらの

設置により，家庭での衛生に対する意識が高ま

り，衛生状態が改善，維持されている。また住

民はこれらの堆肥を利用し，農産物を栽培・販

売し,副収入を得られる機会にもなっている。 
Ｂ:水浄化システム                                                                               
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種類それぞれによって水を浄化している。カン 
ポン内のいたるところに配置されている。カン 
ポンでの排水処理について，ゴミ問題に次い 
で大きな課題となっているが,コンポストによ 
りゴミ処理問題が徐々に改善される中で，今 
後排水処理システムが課題となる。 
Ｃ：緑化  
グリーン&クリーンを進める中で，もっとも

重要な要素であり，景観に関わる。木を植樹し

たり，プランターを多く配置させることで緑化

を進めている。またコンポストからできた堆肥

を用いて，植物を育てている。  
Ｄ：街路舗装  
カンポンの景観の美化をはかるために，住民

の手により独自に行われている。舗装するだけ

でなく，その上にアートを施すことで，カンポ

ンの景観の統一をはかり，美化を進めている。  
Ｅ：リサイクル  
カンポン内で出たゴミを，支援を得ながら，

リサイクルを行う。リサイクル後は，バックや

財布，傘などの手工芸品が製造され，住民によ

り，こどものおもちゃや，コンテスト参加時の

衣装（ドレス）がつくられ，利用されている。   
 
４ KIPの課題と今後の展開 

４—１ KIPの諸問題 

KIPが注目される理由として，まず，居住者

の生活構造を大きく変えない手法であること

があげられる。スクオッター・スラムや不良住

宅の問題について，さまざまな対応策がなされ

ているが，クリアランス型の再開発や居住者を

強制的に都市郊外や他島へ移住させる，リセツ

ルメントなどは，別の地区に新たなスラムを生

み出したり，都心へのUターン現象を引き起こ

したりしている。居住者の生活を支える，社会

経済的な構造について，理解を欠いていたから

であると言える(参１。また投資効果が高く，影

響の及ぶ範囲が広いこと、さらに総合的なアプ

ローチであることがあげられる。フィジカルな

環境改善だけでなく，教育や医療，職業指導と

いった各側面からのアプローチが居住者の生

活を総合的にとらえており，伝統的な相互扶助

組織をベースとして行われているからである
(注２。またKIPの計画や，その実施プロセスに

居住者が積極的に参加することを前提として

行われていることも注目される点といえる。 
一方で，さまざまな取り組みが行われること

で，問題点も多くある。以下にその問題点をあ

げる。 
・物的環境の問題 
フィジカルな環境改善は大きな成果を上げ 

てきたが，都市全体にわたる，インフラの問

題は，カンポン内でのみ解決することは不可

能であり，より上位計画が必要とされている。 
まず上下水道について，そもそもカンポンの

衛生状態が極めて悪い大きな要因として，下

水道システムが完備されていないことがあげ

られる。また，ごみ処理については全体シス

テムが完備されておらず，衛生悪化の大きな

要因である。 
また,カンポン内において，コミュニティ 

のための施設や，オープンスペースが極めて

貧困である。再開発過程，さらにハウジング

システムの確立のためにも豊かなオープンス

ペースを設けることが課題であるといえる。 
・経済社会環境の問題 

KIP はコミュニティ・オーガニゼーション 
を含め，各種公的機関が総合的に生活改善を

行うことが基本である。コミュニティ・オー

コンポスト 水浄化システム 
ごみ箱 

道路舗装 
リサイクル グリーンルーフ アート 

植樹 

図１ カンポン・マスパティの取り組み 

緑化（プランター） 
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ガニゼーションについては，計画過程への住

民参加については大きな成果をあげているが， 
経済生活の改善については弱い。 
・居住環境の維持管理の問題 

KIP によって改善されたカンポンも，その

住居環境を維持，管理するシステムがなけれ

ば，再び環境悪化または再スラム化の可能性

がある。維持管理システムの手法を構築する

ことが大きな課題であるといえる。 
・都市周縁カンポンの問題 
農村から都市への流入人口を吸収している

のが，都市周縁カンポンである。いわゆる J
ターン現象。都市部のカンポンの急激な都市

化が深刻な問題となる中で，都市部から，都

市部周縁への移動もみられ，都市部だけでな

く，都市周縁部への対応もまた考慮される必

要がある。 
・ハウジングシステムの問題 
基本的に住宅の改善は，居住者自身に委ね

られている。そのために引き起こされる問題

も考えられる。そこで，何らかのガイドライ

ンや，ハウジングシステムを支える仕組みが

必要となる。 
  

４—２ 今後の展開とまとめ 

KIPが施策として，大きな位置づけを持ち，

評価を受けてきたのは，他の施策と比較して，

大きな有効性を認められたからである。また，

インドネシアの KIP は，世界銀行の融資を経

て都市貧困層の生活欲求に対する，もっとも

成功したアプローチの例として言及される。 
 今後さらなる取り組みの発展が期待される

中で，全体性のあるプログラムが求められる。

しかし一方で，各カンポンの現状に合わせた将

来計画も必要であり，規模に合わせた詳細なプ

ログラム編成が展開されることが望まれる。ま

た，現在のKIPは自ら手を上げ，積極的に取り

組みを行うカンポンに対して市から補助金を

提供しているが，地方のカンポンはいまだにそ

の住環境は劣悪であり，政策が浸透していない。

そういったカンポンに対して，市からアプロー

チする方法も検討すべきである。 
 
「注」 

注１スラバヤ出身のインドネシア国家を作曲

した作曲家にちなんで命名された。 
注２「インドネシア・スラバヤ市における生ご

み堆肥化事業とアジアへの普及・拡大に対

する支援」,財団法人地球環境戦略研究機

関北九州アーバンセンター政策研究

員,D.G.J.Premakumara（2012.3） 
注３カンポンのコミュニティをそのままベー 

スとして置かれ，伝統的な共同体組織や文

化が生きづき，一つの全体性をもったコミ

ュニティを維持しているのがカンポンで

あり，最大の要素である。 
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